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■小杉元一 （こすぎ・もといち）

詩 集 うたうゆうれい 小杉元一 著

　つい先立って中宮寺の弥勒菩薩さまにお会いしてきた。五月のよく晴れた日であった。生け垣をまわるとすぐにその
お方のお姿を遠くからでも見分けることができる。その日はわたし以外の参拝者の影はなかった。池の上に突き出た
本殿は三方が開け放たれ、すずしい風とみどりのひかりがあふれている。隅に受付の女性がつくねんと座しているば
かりであった。わたしは菩薩さまと真正面に向き合い、端座したまま、のどかにそのお姿を眺め、思いをかわすことが
できた。知らず識らずのうちに手を合わせていたが、信仰や美術鑑賞の対象ではなく、どこかなつかしいひととようや
く出会うことができた、そんなひとときであったと思う。
　この新しい詩集を上梓してゆくなかで、どういうわけか、その本堂のみどりあふれる静寂さと、半跏思惟する菩薩さ
まのやわらかなくろいお姿をいくども思い起こした。 （あとがきより）
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略歴
1947年釧路市生まれ。明治大学卒。
公共図書館業務に従事。

詩歴
詩誌「原」（釧路市）・詩誌「不羈」（帯広市）・
詩誌「EOS」（札幌市）・「別冊奥の細道」（札
幌市）に所属。個人詩誌「水のはら」・個
人詩誌「Le cahier」主宰。詩集「水蛇」
（2001年）発刊／釧路文学賞受賞。詩集「素
足にへびをふむ」（2014 年）発刊／北海道
新聞文学賞詩部門佳作入賞


